
南
側
市
道
は
通
学
路
・
生
活
道
路
、
北
側
は
国
道
２
号
線

事
故
の
危
険
な
ど
不
安
が
い
っ
ぱ
い

フ
レ
ス
タ
が
出
店
す
る
場
所
は
、
室
の
木
一
丁
目
の
「
山
九
」
の
重
機
な
ど
の
置
き
場
跡
地
で
、

南
側
の
市
道
は
、
歩
道
も
な
く
車
が
離
合
す
る
の
も
大
変
な
ほ
ど
非
常
に
せ
ま
い
も
の
で
す
。
そ

の
上
、
児
童
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側
の
国
道
２
号
線

は
、
今
で
も
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
フ
レ
ス
タ
が
開
い
た
説
明
会
（
久
米
県
議
、
藤
本
市
議
も

参
加
）
で
も
地
域
の
住
民
の
方
か
ら
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
し
、
「
南
側

は
車
両
の
出
入
り
を
禁
止
す
る
こ
と
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
住
民
の
安

全
を
最
優
先
す
る
よ
う
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
、
県
議
市
議
が
連
携
し
て

日
本
共
産
党
は
、
五
月
に
久
米
県
議
が
県
に
申
し
入
れ
、
六
月
市
議
会

で
、
藤
本
市
議
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
住
民
の
願
い
が
実
現
す
る
よ

う
県
議
・
市
議
が
連
携
し
て
奮
闘
し
ま
し
た
。

岩
国
市
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

市
民
が
県
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

そ
れ
ら
を
受
け
て
県
も
十
月
二

十
三
日
、
フ
レ
ス
タ
に
対
し
て
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
麻
里
布
小
学
校
や
市

民
が
、
直
接
フ
レ
ス
タ
に
対
し
て
、

要
望
書
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が

肝
心
で
す

こ
う
し
た
意
見
に
対
す
る
フ
レ

ス
タ
の
対
応
策
は
別
記
の
通
り
で

す
。し

か
し
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

岩
国
市
も
「
注
視
す
る
」
と
約

束
し
て
い
ま
す
。
一
人
の
犠
牲
者

も
出
な
い
よ
う

に
、
大
い
に
注

意
を
払
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

地域は、住み、はたらき、くらすところ
フレスタ出店について日本共産党が申し入れ

子どもたちと住民の安全を最優先に！
フレスタの対応策（県商政課の資料より）

●南側市道の特に狭隘な部分について、来客車両の通行を抑制するため、南側市

道から店舗への出入りを左折入庫、右折出庫に限定する。その実効性確保のた

め、敷地外に広域誘導看板を設置し、敷地内においても、案内看板、チラシ、

交通整理員等で適切に誘導する。

●国道から店舗への出入りは、左折入庫・左折出庫とする。その実効性確保のた

め、広域誘導看板を設置し、出入り口にも案内看板を設置するとともに、交通

整理員を配置する。

フ
レ
ス
タ
岩
国
室
の
木
店
が
、
十
二
月
一

日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
工
事
が
す
す
ん
で

い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
岩
国
市
議
団
と
中
支
部
は
、

十
一
月
九
日
、
岩
国
市
に
た
い
し
「
開
店
後

も
、
周
辺
住
民
と
児
童
の
安
全
・
安
心
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
」
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
大
伴
副
市
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
・
市
議
団

日
本
共
産
党
岩
国
中
支
部

岩
国
市
山
手
町
４
丁
目
３-

５
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日本共産党の提案

■大型店に、まちづくり、生活環境、商店街などの「大店・まちづくりア

セス」を義務づけ、身勝手な出店や撤退を規制するルールの確立を。

■地方自治体が独自に「まちづくり条例」をつくる権利を全面的に尊重し、

規制力を持つように大店立地法の抜本改正を。


